
プ
ー
ド
大
学
よ
り
博
士
号
を
取
得
後
、
ミ
シ
ガ
ソ

大
学
教
授
を
経
て
、
六
一
年
イ
ェ
ー
ル
大
学
教

授
、
八
三
年
同
大
学
名
教
授
と
な
っ
た
。
米
国

フ
ジ
ア
学
会
会
長
、
日
米
友
好
基
金
委
員
長
な
ど

を
歴
任
す
る
一
方
、
日
本
歴
史
の
分
野
で
学
界
に

貢
献
さ
れ
た
。
主
な
編
著
書
に
、

n
o
く
ゆ
ヨ
ヨ
ゆ
ヨ
曾
山
一
o
g
一
「
0
乏
円
一
=
〕
§
=
,

邑
0
1
岑
呂
(
一
ゆ
忠
)
、
〕
§
=
ず
ゆ
{
0
門
ゆ
一
0
片
仁
伽
円
各

(
共
著
、
一
拐
9
 
の
ほ
か
多
数
の
論
文
が
あ
り
、

現
在
出
版
間
近
の
δ
§
豆
品
ゆ
工
一
功
8
こ
 
0
{

〕
還
旦
の
編
集
主
幹
を
務
め
て
い
る
。

ホ
ー
ル
教
授
は
ま
ず
、
十
月
二
十
六
日
午
後
本

学
神
学
館
チ
十
.
ヘ
ル
で
「
フ
メ
リ
カ
人
の
見
た
日

本
1
変
化
の
半
世
紀
1
」
と
題
し
て
、
講
演
さ
れ

た
。
氏
は
、
日
本
で
生
ま
れ
、
初
期
の
人
間
形
成

期
の
大
部
分
を
京
都
で
過
し
た
こ
と
が
、
氏
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
、
ア
ー
モ
ス

ト
代
表
と
し
て
同
志
社
に
派
遣
さ
れ
た
と
き

(
一
中
器
,
含
)
本
格
的
な
日
本
研
究
を
し
よ
う
と
決

意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

つ
い
で
、
フ
メ
リ
カ
に
船
け
る
日
本
研
究
の
発

展
と
そ
の
財
政
的
、
制
度
的
基
盤
の
推
移
を
概
観

新
島
講
座
に
つ
い
て
の
報
告

新
島
講
座
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
新
島
襄
を
記
念
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
開
設

さ
れ
た
事
業
の
一
つ
で
、
立
学
の
精
神
を
基
盤
と

し
て
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
幅
広
い

交
流
を
図
り
、
わ
が
国
の
学
術
・
文
化
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
島
講
座
に
は
、
内
外
の
硯
学
を
講
師
と
し
て

京
都
・
同
志
社
に
招
耽
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

と
、
同
志
社
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
東
京
に
開
催

の
場
を
設
け
て
い
る
、
の
と
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。

昨
年
十
月
二
十
六
日
(
水
)
、
二
十
七
日
(
木
)
の

二
日
に
わ
た
り
、
京
都
・
同
志
社
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
十
二
回
新
島
講
座
並
び
に
十
一
月
五

日
(
土
)
東
京
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
九
回
新

島
講
座
の
講
演
要
旨
を
露
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
二
回
新
島
講
座

講
師
イ
ェ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授

ジ
,
ソ
・
W
・
ホ
ー
ル
博
士

講
演
会

0
テ
ー
マ
・
「
フ
メ
リ
カ
人
の
見
た
日
本
1
変
化

の
半
世
紀
1
」

十
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
十
五
分
S

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
十
.
ヘ
ル

セ
ミ
ナ
(
公
開
)

0
テ
ー
々
・
ネ
具
珠
湾
攻
撃
前
の
牧
歌
的
京
都
1

最
後
ま
で
残
ろ
う
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の

回
想
1
」

十
月
二
十
七
日
(
木
)
午
後
六
時
二
十
分
S

於
、
同
志
社
大
学
寧
静
館
五
階
会
議
室

(
講
演
要
旨
)

ホ
ー
ル
教
授
は
、
一
九
一
六
年
東
京
生
ま
れ
、

三
九
年
7
ー
モ
ス
ト
大
学
卒
業
、
五
0
年
ハ
ー
ヴ

^^、^
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し
、
た
と
え
、
は
、
 
R
 
・
ベ
ネ
デ
'
ク
ト
の
『
菊
と

刀
』
に
象
徴
さ
れ
る
「
敵
と
し
て
の
日
本
」
の
研

究
か
ら
、
第
二
次
大
戦
を
経
て
、
日
本
の
文
学
、

政
治
、
歴
史
や
文
化
な
ど
を
含
め
九
総
合
的
な
日

本
研
究
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

十
月
二
十
七
日
の
夕
方
は
、
本
学
寧
静
館
会
議

室
で
、
「
真
珠
湾
攻
撃
前
の
牧
歌
的
京
都
1
最
後

ま
で
残
ろ
う
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
回
想
」

と
題
し
て
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ル

數
授
は
ア
ー
モ
ス
ト
代
表
と
し
て
同
志
社
に
滞
在

し
た
経
験
を
中
心
に
話
さ
れ
九
。
ホ
ー
ル
氏
は
秘

密
察
に
虐
め
ら
れ
た
経
験
は
な
く
、
た
と
え

ぱ
、
一
九
四
0
年
に
始
ま
っ
た
隣
組
が
、
フ
ー
モ

ス
ト
代
表
と
い
う
潜
在
敵
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

国
民
を
隣
組
の
正
式
な
一
員
と
し
て
加
え
て
い
た

こ
と
を
み
て
も
、
「
牧
歌
的
」
な
京
都
の
一
面
を
残

し
て
い
た
と
指
摘
し
、
当
時
の
町
内
会
隣
組
の

資
料
を
紹
介
し
た
。

日
米
関
係
が
緊
迫
の
度
を
加
え
、
同
志
社
に
関

係
す
る
宣
教
師
が
次
々
と
帰
国
を
決
意
す
る
な
か

で
、
ホ
ー
ル
教
授
は
、
フ
ー
モ
ス
ト
代
表
の
任
期

終
了
後
も
日
本
に
留
ま
ろ
う
と
し
た
が
、
フ
ー
モ

ス
ト
大
学
学
長
の
命
令
で
帰
国
を
決
意
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
船
が
容
易

に
見
つ
か
ら
ず
必
死
の
思
い
で
頼
ん
だ
憲
兵
隊
か

下
関
経
由
上
海
行
き
の
船
に
乗
れ
る
よ
う
に
手
配

し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
話
さ
れ
た
。

講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
と
も
、
ホ
ー
ル
教
授
の
同
志

社
と
の
戦
前
か
ら
の
つ
な
が
り
を
反
映
し
て
、
同

志
社
関
係
者
が
多
数
出
席
し
、
い
ず
れ
、
盛
会
で

あ
っ
た
。

新
島
襄
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
き
た

か
」
と
い
う
問
題
と
は
峻
別
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
0
 
キ
リ
ス
ト
數
布
教
老
新
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
傑
作
『
新
島
襄
の
生
涯
』
を

は
じ
め
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
0
 
他
方
、

ナ
シ
,
ナ
リ
ス
ト
新
島
、
憂
国
者
新
島
イ
メ
ー
ジ

は
、
「
成
功
し
た
る
吉
田
松
陰
」
(
山
路
愛
山
、
明

治
三
十
八
年
)
あ
た
り
を
引
金
と
し
、
昭
和
フ
プ

シ
ズ
ム
期
に
極
大
に
達
し
、
現
在
も
消
滅
し
て
い

な
い
。し

か
し
刊
行
中
の
全
集
に
則
し
て
新
島
襄
の
発

言
と
行
動
を
追
う
な
ら
ぱ
、
新
島
襄
は
政
治
家
に

な
っ
た
こ
と
は
な
く
教
育
家
、
數
育
事
業
家
と
し

て
一
身
を
処
し
て
い
た
事
実
が
浮
び
上
っ
て
く

る
。
こ
の
観
点
か
ら
脱
国
の
動
機
や
幕
末
生
活
を

ふ
り
か
え
る
と
、
海
外
脱
出
は
「
S
の
た
め
に
」

と
い
う
積
極
的
動
機
付
け
以
上
に
「
S
か
ら
逃
れ

九
い
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
プ
な
動
機
付
け
が
強
烈

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
青
年
新
島
に
船

け
る
「
脱
榧
」
の
問
題
で
あ
る
。
概
と
は
藩
主
や

父
の
保
護
を
意
味
す
る
と
同
時
に
束
縛
、
指
ひ
し

ぎ
を
意
味
す
る
。

第
九
回
東
京
新
島
講
座

(
演
題
な
ら
び
に
講
師
)

0
抑
圧
と
飛
躍
の
青
春

1
幕
末
の
新
島
襄
1

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
伊
藤
彌
彦

0
江
戸
期
の
宮
廷
と
菓
子

1
綜
屋
道
喜
の
文
書
か
ら
ー

同
志
社
女
子
大
学
教
授
林
淳
一

(
講
演
要
巳

伊
藤
彌
彦
教
授
の
講
演
は
「
新
島
襄
が
ど
ん
な

人
物
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
と
、
「
こ
れ
ま
で
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七
十
九
年
間
に
わ
た
る
、
京
都
御
所
か
ら
の
菓
子

の
注
文
控
帳
で
あ
る
。
当
時
の
菓
子
の
名
称
、
製

法
は
他
の
資
料
で
も
知
ら
れ
る
が
、
実
際
に
ど
の

よ
う
に
菓
子
が
用
い
ら
れ
た
か
を
知
る
資
料
は
き

わ
め
て
少
な
い
の
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

「
御
用
永
代
要
朋
記
」
に
記
載
さ
れ
た
、
千
八

百
九
十
件
の
注
文
を
分
析
す
る
と
、
菓
子
の
変

遷
、
宮
廷
生
活
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
注
文

の
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
は
赤
飯
な
ど
飯
類
と
餅
と

で
、
残
り
の
三
分
の
一
は
綜
(
ち
ま
き
)
と
そ
の

他
の
菓
f
で
あ
る
。
ま
た
、
御
所
で
喪
に
服
す
る

時
、
御
清
所
の
灰
を
入
れ
換
え
る
が
、
こ
の
時
道

喜
か
ら
灰
を
献
上
す
る
定
で
あ
っ
た
。
飯
類
の
中

で
も
っ
と
も
注
文
の
多
い
の
は
赤
飯
で
、
種
々
の

行
事
に
用
い
ら
れ
、
一
回
の
注
文
で
最
高
十
二
石

の
注
文
が
出
た
こ
と
も
あ
る
。
白
蒸
は
上
棟
、
入

内
、
法
事
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
が
、
あ
る
時
期
か

ら
、
白
豆
入
白
蒸
が
現
れ
、
炊
第
に
そ
の
出
現
率

が
増
し
て
、
末
期
に
は
ほ
と
ん
ど
が
白
豆
入
に
な

つ
て
い
る
。

小
戴
は
着
帯
の
時
に
用
い
ら
れ
る
餅
で
あ
る

゛
、
、

か
、
時
代
と
と
も
に
二
枚
掛
け
小
戴
、
な
ら
し
小

安
中
藩
板
倉
家
七
代
藩
主
勝
明
公
の
開
明
的
藩

校
政
策
下
に
才
能
を
見
出
さ
れ
、
し
び
れ
る
よ
う

な
抜
擢
登
用
に
ょ
っ
て
「
勉
学
指
向
型
人
間
」
に

な
っ
て
い
九
こ
の
下
級
士
族
出
身
の
青
年
は
、
つ

ぎ
の
勝
殷
公
時
代
に
、
い
わ
ぱ
二
階
に
上
っ
て
い

る
う
ち
に
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
れ
さ
た
状
態
に
な
る
。

そ
し
て
不
満
を
つ
の
ら
せ
、
ふ
て
く
さ
れ
て
「
個

儲
不
瓢
な
る
書
生
」
に
変
じ
た
の
で
あ
る
。
す
で

に
こ
の
幕
末
、
教
育
の
機
会
均
等
と
能
力
主
義
の

洗
礼
と
挫
折
を
経
験
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
が
の
ち
に
明
治
の
青
年
た
ち
に
学
校
教
育
の
機

会
を
供
し
よ
う
と
し
九
新
島
襄
の
宿
志
の
原
点
と

な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

家
族
の
寵
愛
を
あ
び
て
育
っ
た
だ
け
に
家
を
捨

て
る
こ
と
に
深
い
負
い
目
を
感
じ
て
い
た
新
島
で

あ
っ
た
が
、
自
立
の
た
め
に
は
あ
え
て
家
と
藩
を

切
り
す
て
て
青
年
ら
し
い
旅
立
ち
を
し
九
。
こ
の

新
島
の
脱
出
は
二
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
江

戸
か
ら
函
館
へ
、
函
館
か
ら
米
国
へ
、
と
行
わ
れ

た
。
そ
の
際
江
戸
か
ら
函
館
へ
の
脱
出
こ
そ
、
か

れ
の
人
生
の
飛
躍
に
他
な
ら
ず
、
泱
定
的
に
重
要

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
新
島
襄
は
周

到
に
処
理
し
、
合
法
的
離
藩
(
脱
藩
で
は
な
い
)

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
新
島
襄
の
ナ
ツ
,
ナ
リ
ズ
ム
は
、

通
常
云
わ
れ
る
よ
う
な
対
外
的
危
機
感
に
立
つ
憂

国
の
情
と
は
い
い
が
た
く
、
む
し
ろ
暗
君
の
支
配

す
る
政
治
体
制
が
国
を
失
わ
せ
る
と
す
る
国
内
政

治
批
判
を
軸
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
林
淳
一
教
授
の
講
演
は
京
都
の
老
舗
川
端

道
喜
の
所
蔵
す
る
文
書
か
ら
、
江
戸
期
の
宮
廷
と

菓
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。
道
喜
は
現

在
ま
で
十
五
代
続
い
九
由
緒
あ
る
綜
屋
で
あ
り
、

初
代
道
喜
は
室
町
末
期
、
京
都
御
所
の
近
く
に
住

ん
で
餅
を
商
っ
九
が
、
当
時
、
御
所
は
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
た
の
で
、
道
喜
は
天
皇
の
朝
食
を
毎

朝
、
御
所
に
献
上
し
九
。
と
の
献
上
は
明
治
初
年

ま
で
三
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
統
け
ら
れ
、
こ
の

間
御
所
の
菓
子
の
御
用
を
勤
め
た
。
年
中
行
事
に

つ
い
て
は
、
道
喜
が
例
に
し
た
が
っ
て
調
進
し
た

の
で
「
御
定
式
御
用
品
雛
形
」
の
図
に
ょ
っ
て
材

料
、
飾
り
付
け
な
ど
が
分
か
る
。

そ
の
他
の
注
文
は
「
御
用
永
代
要
聞
記
」
に
、
記

載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
江
戸
中
期
か
ら
後
期
ま
で
百
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戴
、
御
膳
小
戴
と
変
わ
っ
て
い
き
、
名
称
、
注
文

数
の
変
化
か
ら
、
奥
御
所
の
女
官
、
典
侍
た
ち
の

心
理
の
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
他
の
菓
子
類
の
出
現
は
二
期
に
分
か
れ

る
。
初
期
の
延
享
1
安
永
年
間
に
は
草
餅
、
あ
ん

餅
な
ど
材
料
が
そ
の
ま
ま
分
か
る
名
称
で
あ
る

か
、
文
政
年
間
以
後
は
野
山
餅
、
白
糸
な
ど
そ
れ

.
、
、

ま
で
に
な
い
趣
の
あ
る
名
称
が
現
れ
、
現
在
の
和

菓
子
の
形
に
近
づ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
菓
子
の
注
文
に
ょ
っ
て
、
宮
廷
の

各
種
の
行
事
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
注
文
数
は
天
皇
の
方
針
、
政
治
的
、
文
化
的

情
勢
に
ょ
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
が
、
幕
末
の
数
十

年
の
間
に
は
物
価
上
昇
の
影
饗
が
強
く
現
れ
て
い

る
0

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
⑮鈴

木
重
治

え
い
ら
く

ど
、
つ
は
ち

け
ん
ざ
ん

『
乾
山
・
道
八
・
永
楽
銘
陶
片
』

な
い
。

と
と
も
に
近
世
美
術
史
上
に
一
頁
を
残
し
て
い
る

か
、
情
趣
的
で
沈
静
な
作
品
が
評
価
さ
れ
て

、

゛
、
、

L

る
。
仁
清
と
親
交
し
、
元
禄
十
二
年
(
一
六
九

九
)
彼
か
ら
土
、
釉
、
絵
付
な
ど
を
記
し
た
陶
法

い
ち
に
"
う

書
を
伝
受
し
た
。
一
方
、
楽
家
四
代
(
一
入
)
と

も
懇
意
で
り
、
彼
か
ら
は
楽
焼
を
学
ん
で
い
る
。

京
都
銀
座
年
寄
中
村
内
蔵
助
な
ど
の
理
解
者
を
得

て
作
陶
に
従
事
し
、
と
り
わ
け
書
は
乾
山
の
も
っ

と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
と
定
評
が
あ
る
。
ま
た

「
乾
山
焼
」
の
特
徴
と
し
て
絵
替
り
金
彩
の
土
器

皿
、
銹
絵
付
に
白
を
配
し
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
乾
山
は
、
楽
焼
の
釉
の
下
に
赤
・
緑
・

黄
・
紺
青
・
紫
な
ど
の
顔
料
で
絵
付
す
る
こ
と
を

初
め
て
試
み
て
お
り
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
点

で
、
重
視
し
て
ょ
い
。

道
八
は
、
初
代
が
高
橋
道
八
で
、
二
代
が
仁
阿

弥
道
八
(
一
七
八
三
S
一
八
五
五
)
で
あ
る
。
木

ぺ
い
凡
い
せ
ん

米
と
と
も
に
頴
川
の
門
に
入
り
、
京
焼
伝
統
の
純

日
本
風
の
作
品
を
め
ざ
し
、
木
米
の
中
国
的
感
覚

と
対
比
さ
れ
る
。

永
楽
保
全
(
一
七
九
五
S
一
八
五
四
)
は
、
当

時
の
煎
茶
趣
味
に
乗
じ
て
、
交
趾
写
し
、
祥
瑞
写

し
、
金
欄
手
な
ど
を
工
夫
し
、
明
る
い
華
麗
な
色

謬
特
徴
の
あ
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。

(
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

こ
こ
に
示
す
乾
山
・
道
八
・
、
氷
楽
銘
の
陶
片

は
、
公
家
屋
敷
や
武
家
屋
敷
で
使
用
し
た
懐
石
用

の
食
器
と
、
そ
れ
に
関
係
す
る
資
料
の
中
で
も
基

凖
と
な
る
一
群
で
あ
る
。

乾
山
(
一
六
六
三
S
一
七
四
一
己
は
、
兄
光
琳

.

、

同
志
社
キ
ャ
ソ
ハ
ス
か
ら
出
士
し
て
い
る
近
世

の
陶
磁
器
の
う
ち
、
在
銘
の
資
料
は
き
わ
め
て
少

'

1'

(江戸時代)
同志社中学校休育煎地点他出士
乾面銘の高台径 4.1Cm
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